
愛でいけたら

ええやん

一緒に成長したら

ええやん

単会特集 吹田市×大阪府 宮田会長
• 令和 9年度 新年度ごあいさつ （会長 / 幹事長 / 方面長）
• 令和 9年度 大阪府倫理法人会 組織図
• 堺市大鳥倫理法人会 設立記念式典レポート
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　倫理法人会は、一般社団法人倫理研究所の法人会員によって組織された会
です。 「企業に倫理を、職場に心を、家庭に愛を」 をスローガンに、まずトッ
プ自らが純粋倫理を学び、 変わることによって、 社員や社風を変え、 健全な繁
栄を目指しています。
　職場の明朗化と企業の活性化のために「倫理経営講演会」 「経営者の集い」
等を全国的に開催しています。 また、経営者の学習活動として、毎週 1 回、
朝 6 時（大阪府倫理法人会は朝 6 時 30 分）から全国約 764 カ所で「経営者モー
ニングセミナー（MS）」を開いています。
　各職場では、毎朝『職場の教養』 を活用した朝礼を実施。 喜び溢れる働き
の輪を広げています。 倫理法人会員数は約 73,000 社です。

倫理法人会とは ? 公式ホームページはこちら
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　クルマ買取専門店「ユーポス」を運営する会社で興した新規
事業である結婚相談所「ミチ婚」。畑違いの事業展開、そして、
入会してすぐの倫理法人会での活躍の裏には、彼女の何でも挑
戦してみようという超前向きな考え方にミチを切り拓くヒント
がありました。

素敵な出会いを逃さぬように
�いいな�と思ったら
すぐにチャレンジ！

十
とがわ

川 悦
えつこ

子
大阪府倫理法人会 女性副委員長
株式会社ロードカー 結婚相談所ミチ婚事業部 マネージャー

詳しい内容は
WEBにて

結婚相談所
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　クルマ買取専門店「ユーポス」を運営する会社で興した新規
事業である結婚相談所「ミチ婚」。畑違いの事業展開、そして、
入会してすぐの倫理法人会での活躍の裏には、彼女の何でも挑
戦してみようという超前向きな考え方にミチを切り拓くヒント
がありました。

素敵な出会いを逃さぬように
�いいな�と思ったら
すぐにチャレンジ！

十
とがわ

川 悦
えつこ

子
大阪府倫理法人会 女性副委員長
株式会社ロードカー 結婚相談所ミチ婚事業部 マネージャー

詳しい内容は
WEBにて

結婚相談所

大阪府倫理法人会には、各分野で活躍されている『GENKI な会員企業』がたくさん在籍しています。
倫理経営や活力朝礼を取り入れ、成長し続けている会員企業を紹介します。
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　幼い頃、体の弱い母を支えたいという一心で 16 歳から社会
へ飛び込み、「母をシンデレラ（幸せ）にしたい」という想い
を原動力に歩み続けてきた田坪さん。
　幾度もの挫折や借金を乗り越え、駐車場に机と椅子を置い
て始めた小さな会社は、現在では大阪・千葉・浜松の 3 拠点、
約 60 名の社員を擁する企業へと成長しました。倫理法人会と
の出会いをきっかけに、自らの在り方や社員との向き合い方に
も変化が生まれ、その想いは家族から社員、そして地域の子ど
もたちへと広がっています。今回は、その歩みと学び、未来へ
のビジョンについて伺いました。

駐車場から始まった挑戦！

　大学卒業後、営業マンとして十数年。朝早い、夜遅い、休
みなし、このままでは家庭も築けないと思い、ご縁があり、
介護業界へ転身。介護職員として現場経験、施設長を経て、
転職。転職先で再度施設長を経験したが、外部の業者との対
立があり転職半年で施設長を外れろと言われ、退職。1 年半に
わたり弁護士を立てて損害賠償を争う “最悪の辞め方” でした。

「腹わた煮えくり返るほど憎い」その相手が、今、心からの感
謝の対象になっています。倫理法人会と出会い、『過去に感謝
する』この一つの言葉が、あの日の悔しさを原点に変えてく
れました。

腹わた煮えくり返る�あの日�が、
感謝に変わる原点になった

田
たつぼ

坪 勝
まさる

豊中市倫理法人会 実行委員
株式会社エムズコーポレーション 代表取締役

開発試作品の設計、製造

詳しい内容は
WEBにて

詳しい内容は
WEBにて

江
えがわ

川 佳
よしたか

隆
大阪よどがわ倫理法人会 幹事
株式会社TLS 代表取締役

介護事業全般



│ 

今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

拡
充
と
誇
り

と
も
に
未
来
を
創
る
倫
理
共
同
体

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
一
人

で
も
多
く
の
経
営
者
に
倫
理
の
学
び
を
届
け
、
共
に
質
を
磨

き
上
げ
、
そ
の
輪
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
す
。
人

と
の
ご
縁
を
大
切
に
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
組
織
を
育
て
、

地
域
を
育
て
、
よ
り
良
い
社
会
を
創
る
力
に
な
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
「
誇
り
」。
倫
理
を
学
ぶ
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
実
践
す
る
こ
と
に
誇
り
を
持
つ
。
そ
し
て
、
自
ら
の

単
会
に
誇
り
を
持
ち
、
自
分
の
会
社
に
誇
り
を
持
ち
、
自

ら
の
生
き
方
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
す
。
そ
の
誇
り
は
、

人
と
比
べ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
良

心
に
正
直
に
生
き
る
日
々
の
実
践
の
中
で
育
ま
れ
て
い
く

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

倫
理
活
動
は
、
終
戦
直
後
の
混
乱
の
中
、
人
々
の
心
や
家

庭
を
立
て
直
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
純

粋
倫
理
を
世
の
中
の
常
識
に
す
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、

人
づ
く
り
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
社
会
教
育
団
体
と
し

て
の
使
命
を
担
い
続
け
て
い
ま
す
。
日
本
古
来
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
「
お
も
て
な
し
」
の
心
や
、
人
を
思
い
や
る
心

を
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
も
、
私
達
に
託
さ
れ
た

大
切
な
役
割
で
す
。

　

私
達
は
、
学
ぶ
だ
け
の
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
ん
だ
こ
と
を
家
庭
で
実
践
し
、
企
業
で
実
践
し
、
地
域

で
実
践
す
る
。
そ
の
実
践
が
人
を
育
て
、
企
業
を
育
て
、
社

会
を
育
て
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
姿
に
共
感
し
た
人
が
新
た

な
仲
間
と
な
り
、
倫
理
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。
こ
の
温
か

な
循
環
こ
そ
が
、
本
当
の
意
味
で
の
「
拡
充
」
だ
と
私
は
信

じ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
倫
理
法
人
会
は
、「
拡
充
と
誇
り
」
を
胸
に
、
人
が

輝
き
、
企
業
が
輝
き
、
地
域
が
輝
く
未
来
を
皆
様
と
と
も
に

創
り
、
日
本
人
が
大
切
に
育
ん
で
き
た
文
化
や
郷
土
を
愛
す

る
心
を
、
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

大
阪
府
倫
理
法
人
会
は
、
令
和
11
年
に
設
立
45
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
未
来
に
向
け
、
私
た
ち

は
令
和
13
年
度
ま
で
に
６
，３
０
０
社
・
43
単
会
体
制
と
い
う

最
終
目
標
を
見
据
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
度
は
、
そ
の

確
か
な
一
歩
と
し
て
、
令
和
9
年
度
５
，０
５
０
社
・
35
単
会

の
実
現
を
目
指
し
、
新
た
な
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
拡
充
と
誇
り
」
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
言
葉
に
は
二
つ
の
大
切
な
意
味
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
「
拡
充
」。
そ
れ
は
、
単
に
会
員
数
を
増
や
す
こ
と

◆
重
点
方
針

⑴ 

一
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
倫
理
の
輪
を
拡
げ

る
【
拡
充
】

　

 

一
人
ひ
と
り
が
普
及
活
動
の
主
人
公
と
な
り
、
ご
縁

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
た
な
仲
間
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

⑵ 

倫
理
を
学
び
、
実
践
す
る
誇
り
を
育
む
【
誇
り
】

　

 

単
会
に
誇
り
を
持
ち
、
企
業
に
誇
り
を
持
ち
、
家
庭
・

地
域
社
会
へ
倫
理
実
践
を
広
げ
ま
す
。

⑶
社
会
教
育
団
体
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す

　

 

人
づ
く
り
を
原
点
に
、
日
本
古
来
の
思
い
や
り
や
お

も
て
な
し
の
心
を
未
来
へ
つ
な
ぎ
、
純
粋
倫
理
の
実

践
を
通
じ
て
よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

⑷
人
が
育
ち
、
人
が
輝
く
倫
理
共
同
体
を
創
る

　

 

学
び
と
実
践
を
通
じ
て
、
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
し
、
35
単
会
・
５
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

⑸ 

45
周
年
、そ
し
て
未
来
へ
の
挑
戦

　

 

令
和
13
年
度
６
，３
０
０
社
・
43
単
会
体
制
の
実
現
に

向
け
、
令
和
９
年
度
５
，０
５
０
社
・
35
単
会
の
達
成

を
目
指
し
、
全
員
で
歩
み
を
進
め
ま
す
。
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令
和
９
年
度

令
和
９
年
度  

会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

宮み
や

田た 

博ひ
ろ

文ふ
み

大
阪
府
倫
理
法
人
会 

会
長



新年度ごあいさつ新年度ごあいさつ

　

昨
年
度
ま
で
、
近
畿
方
面
以
外
の
す
べ
て
の
方
面

を
担
当
し
て
参
り
ま
し
た
。
初
め
て
担
当
い
た
し
ま

す
近
畿
方
面
は
、
地
域
に
根
差
し
た
活
発
な
倫
理
運

動
が
展
開
さ
れ
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
日
々
の
実

践
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、
大
阪
府

の
皆
様
と
の
新
た
な
ご
縁
に
対
し
、
大
き
な
喜
び
と

責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ゆ
る
ぎ
な
い
５
，０
０
０
社
体
制
に
向
け
、
全
国
の

倫
理
法
人
会
を
常
に
リ
ー
ド
し
、
多
く
の
斬
新
な
倫

理
法
人
会
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
阪
府
下
に
お
い
て
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
企
業
は
現
在
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、

「
日
本
創
生
」
に
向
け
、
純
粋
倫
理
を
基
底
と
し
た

「
倫
理
経
営
」
を
、
個
々
の
実
践
を
通
し
て
発
信
し

て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
、
大
阪
府
倫
理
法
人
会
の
役
職
者
・
会
員

の
皆
様
に
と
っ
て
、
和
や
か
な
家
庭
づ
く
り
と
更
な
る

企
業
の
繁
栄
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
宮
田
会
長
に
心
を

合
わ
せ
て
一
丸
と
な
り
、
我
々
も
担
当
と
し
て
、
山
下

副
方
面
長
と
と
も
に
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｕ
ｐ
（
共
に
上
昇
）」

を
合
言
葉
に
気
運
を
高
め
、「
慎し
ん
し
け
い
し
ゅ
う

始
敬
終
」
を
実
行
し
、

全
力
の
支
援
体
制
で
臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　

令
和
9
年
度
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記　

宮
内 

秀
樹

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
大
阪
府
倫
理
法
人
会
の
幹
事
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
、
大
阪
北
区
所
属
の
浜
野
太
郎
で
す
。
幹
事
長
と
し

て
2
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お

り
ま
す
。

　

倫
理
法
人
会
で
の
学
び
と
実
践
は
、
私
た
ち
経
営
者
に
と
っ
て
不
可

欠
な
心
の
基
盤
で
す
。
こ
の
一
年
間
の
活
動
を
通
し
て
、
会
員
の
皆
様

の
熱
意
や
「
明
朗
愛
和
」
の
精
神
が
、
い
か
に
企
業
経
営
と
個
人
の
幸

福
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
一
層
深
く
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
新
た
に
就
任
さ
れ
た
宮
田
会
長
を
力
強
く
お
支
え
し
、

歴
代
の
会
長
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
伝
統
と
実
績
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

特
に
、
令
和
9
年
度
の
大
阪
府
の
目
標
で
あ
る
「
５
，０
５
０
社
」

の
達
成
に
向
け
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
さ
ら
な
る
活
性
化
や
、
よ

り
多
く
の
経
営
者
の
皆
様
に
学
び
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
場
づ
く
り
に

尽
力
い
た
し
ま
す
。
全
単
会
が
掲
げ
た
目
標
の
達
成
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
、
明
朗
愛
和
に
満
ち
た
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

5 RinRi
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及
事
業
部

近
畿
方
面 

方
面
長

宮み
や

内う
ち 

秀ひ
で

樹き

（
一
社
）
倫
理
研
究
所

法
人
局 

普
及
事
業
部

近
畿
方
面 

副
方
面
長

山や
ま

下し
た 

幸こ
う

平へ
い
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山口 哲也
委員長

MS委員会

児玉 祐毅
委員長

広報委員会

田中 忠和
委員長

研修委員会

荒木 洋子
委員長

女性委員会

角田 成市
委員長

文教委員会

平野 知生
委員長

朝礼委員会

貫 山 　 進
委員長

経営者育成委員会

大阪府倫理法人会  令和9年度  組織図

会 長

宮田 博文

監 査

加 藤 　 仁

高 橋 　 稔

事 務 長

門 浦　 智

監 事 一般社団法人 倫理研究所 法人局 普及事業部

宮内 秀樹
近畿方面 方面長

山下 幸平
近畿方面 副方面長 

大 阪 府 倫 理 法 人 会

山路 卓司 濱浦紀代輝 上能喜久治 佐藤 福男

吉 瀬　 融 山 本　 一 川 村　 慶 一貫坂 彰

相 談 役

森  勲 熊 代 　 琢松本 直樹 深 井 　 守

副 会 長

委 員 会

酒本 直弘 山田 絵美 井村 晋也

上田 光子 窪田 成功 大津久 務

副事務長

副幹事長

事 務 局

山本 祐実
山本 理恵
町田 真代

松山 智美
局 長

局 員

大 阪 西 ブ ロ ッ ク

丸山 千寿
大阪西ブロック長

筧　 久 典
地区長

西 1地区

丸本真由美 
会 長

道 頓 堀

山﨑 孝大
会 長

大 阪 城

浦田 幸一
会 長

大阪都島区

髙谷 和志
地区長

西２地区

西　 邦 夫
会 長

大 阪 市

小出 道子
会 長

天王寺区

尼崎 錬一
会 長

大阪中央区

畑 中 　 学
会 長

大阪難波宮

大 阪 中 ブ ロ ッ ク

前 川　 匠
大阪中ブロック長

屋鋪 剛志
地区長

中 1地区

松本 喜夫
会 長

新 大 阪

大野 義啓
会 長

大阪よどがわ

堤　 芳 亮
会 長

吹 田 市

橘　 信 吉
地区長

中２地区

江川 晴喜
会 長

千里中央

尾村麻由美
会 長

茨 木 市

吉川 伸一
会 長

高 槻 市

大 阪 北 ブ ロ ッ ク

豊田 弘政
大阪北ブロック長

田中 幹憲
地区長

北 1地区

伊吹 美里
会 長

豊 中 市

川村 正隆
会 長

大阪北区

熊野安芸子
会 長

大阪梅田

上田 和彦
地区長

北２地区

田伏 彩乃
会 長

大阪みなと

岡本 光永
会 長

大阪尼崎

齋藤圭一郎
会 長

大阪西区

大 阪 東 ブ ロ ッ ク

有田三千子
大阪東ブロック長

大野 翔平
地区長

東 1地区

片桐 映人
会 長

枚方・交野

村上 智康
会 長

寝屋川市

嶋村ひとみ
会 長

守口門真

吉田恵美子
地区長

東２地区

大野 健二
会 長

大 東 市

佐藤 鉄平
会 長

大阪鴻池

大 塚 　 満
会 長

東大阪市

大 阪 南 ブ ロ ッ ク

西浦 結香
大阪南ブロック長

間﨑 泰光
地区長

南 1地区

久保 勇樹
会 長

堺市中区

北野健太郎
会 長

泉 州

瀬野竜之介
会 長

堺市大鳥

久米 康裕
地区長

南２地区

新田 昌三
会 長

堺市北区

亀井潤一郎
会 長

堺 市

倉重 雅美
会 長

堺市御陵

尾崎 航平
地区長

南３地区

中 谷 　 剛
会 長

八 尾 市

片岡 一樹
会 長

松 原 市

名誉法人アドバイザー

山路 卓司

法人アドバイザー

吉 瀬 　 融

法人スーパーバイザー

山 本 　 一

法人アドバイザー

佐藤 福男

法人スーパーバイザー

木 村　 雅

参 事

権 藤 度 夫

参 事

上能 喜久治

法人スーパーバイザー

米 澤　 忍

法人スーパーバイザー

川 村　 慶田 畑　 章

平田 啓基

粕谷 香澄

木 村 　 雅

櫻井 一宇
委員長

倫理塾委員会

塾 長

中田 惠三

小川龍一郎
委員長

キャリア委員会

幹 事 長

浜野 太郎



　

約
１
９
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
和
泉
国
一

之
宮
﹁
大
鳥
大
社
﹂
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
す
る
︑
堺
市
大
鳥
倫
理
法
人
会
︒
そ
の
設

立
記
念
式
典
が
︑
令
和
８
年
７
月
３
日
︑
ホ

テ
ル 

ア
ゴ
ー
ラ 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

大
阪
堺

に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
︒
お
祝
い
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
１
６
５
名
の
前
で
︑
研

究
所
の
三
浦
理
事
よ
り
﹁
丸
山
敏
雄
創
始

者
が
生
前
︑
大
鳥
大
社
に
参
拝
さ
れ
て
い

た
﹂
と
い
う
事
実
が
公
表
さ
れ
︑
会
場
が
驚

き
に
包
ま
れ
ま
し
た
︒
実
は
︑﹁
大
鳥
大
社

で
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
﹂
と
い
う
構
想

は
︑
す
ん
な
り
と
実
現
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
︒
特
定
の
企
業
団
体
に
貸
し
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
︑
と
門
前
払
い
を
食
ら
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
︑
大
鳥
大
社
と
ご
縁
の

深
い
方
に
関
係
を
取
り
次
い
で
い
た
だ
い
た

り
︑
毎
朝
神
社
の
賽
銭
箱
に
﹁
堺
市
倫
理

法
人
会
﹂
と
い
う
付
箋
を
貼
っ
た
１
０
０
０

円
札
を
投
じ
続
け
た
り
と
︑
執
念
︑
も
と
い

熱
意
が
伝
わ
り
︑
設
立
に
至
っ
た
と
い
う
経

緯
が
あ
り
ま
す
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
三
浦
理
事

の
話
は
非
常
に
感
慨
深
く
︑
不
思
議
な
ご

縁
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

堺
市
大
鳥
倫
理
法
人
会
は
︑
令
和
８
年

度
Ｍ
Ｓ
年
間
平
均
出
席
社
数
全
国
一
位
の
堺

市
倫
理
法
人
会
か
ら
生
ま
れ
︑
日
本
一
と
い

う
成
功
体
験
を
得
た
会
員
が
多
く
集
ま
る

熱
量
の
高
い
単
会
で
す
︒
今
年
度
は
さ
ら
に

一
歩
成
長
す
べ
く
︑
会
員
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
軸
で
判
断
し
︑
個
性
や
強
み
を
活
か
し

て
行
動
で
き
る
﹁
自
律
﹂
を
尊
重
す
る
単
会

運
営
を
め
ざ
し
ま
す
︒
笑
い
あ
り
︑
感
動
あ

り
の
設
立
記
念
式
典
は
︑
ま
さ
に
︑
王
道
を

行
き
つ
つ
も
個
性
が
光
る
︑
堺
市
大
鳥
な
ら

で
は
の
時
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
︒

記　

堺
市
大
鳥
倫
理
法
人
会

事
務
長　

檜ひ
が
き垣 

葵
あ
お
い

堺
市
大
鳥
倫
理
法
人
会 

設
立
記
念
式
典
レ
ポ
ー
ト

愛と、品格と、ユーモアと。個性豊かな堺市大鳥、爆誕！

7 RinRi

第 1 回 MS 参加者には、伝説の「付箋付 1000 円札」
を模した記念ティッシュが配られた。
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自分を変える、その先へ。
― 自己革新から自己超越へ―

倫理を学ぶ目的は、自分だけが良くなることではない。自身の経験を誰かの学びへと
開き、仲間と共に社会や未来を変えていくことにある。大阪府倫理法人会 宮田会長と
吹田市倫理法人会 堤会長が語る、人とのつながり、安心できる組織づくり、そして「人
のために動く」という経営の原点。自己革新の先に見えてきた、自己超越という新た
な境地を紐解きます。 取材場所：株式会社宮田運輸様

会
長     

対
談

Leaders 　　Dialogue

Yoshiaki Tsutsumi Hirofumi Miyata

株式会社ステップ
代表取締役

［クリーニング業］

吹田市
倫理法人会

会 長

堤
つつみ

　 芳
よしあき

亮
株式会社宮田運輸
代表取締役会長
［運送業］

大阪府
倫理法人会

会 長

宮
みやた

田 博
ひろふみ

文
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宮
田
：
私
は
人
が
輝
く
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

社
会
や
世
の
中
の
役
に
立
つ
人
を
育
て
る
こ
と
が
経

営
の
目
的
で
す
︒被
災
地
で
事
業
所
や
倉
庫
を
つ
く
っ

た
時
も
︑経
済
合
理
性
だ
け
で
判
断
す
れ
ば
難
し
い

決
断
で
し
た
︒し
か
し
︑自
分
た
ち
が
行
か
な
け
れ
ば

地
域
の
損
失
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
︒自
社
が
損
を

す
る
か
で
は
な
く
︑地
域
や
未
来
に
と
っ
て
何
が
必
要

か
︒そ
の
視
点
か
ら
判
断
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
︒社
会
課
題
を
生
み
出
す
根
本
に
は
︑人
の
心

が
あ
り
ま
す
︒自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
の
で
は
な

く
︑人
や
未
来
を
思
う
心
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒

社
会
か
ら
︑さ
ら
に
言
え
ば
未
来
か
ら
必
要
と
さ
れ

る
会
社
を
つ
く
る
︒そ
の
た
め
に
︑人
が
輝
け
る
事
業

や
場
を
こ
れ
か
ら
も
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
︒

―――
 
 

新
会
員
さ
ん
へ
向
け
て

堤
：
聞
い
た
話
を
す
べ
て
実
践
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
︑心
に
残
っ
た
小
さ
な
こ
と
を
一
つ
真
似
し
て

み
る
︒そ
の
積
み
重
ね
が
︑後
に
な
っ
て
大
き
な
学
び

に
な
り
ま
す
︒大
切
な
の
は
継
続
す
る
こ
と
で
す
︒月

に
一
度
で
も
構
わ
な
い
の
で
参
加
を
続
け
︑小
さ
な
実

践
を
積
み
重
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
︒試
練
を
成
長
の

機
会
に
変
え
る
き
っ
か
け
や
︑苦
し
い
時
に
支
え
て
く

れ
る
仲
間
と
出
会
え
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
︒

宮
田
：
私
は
︑本
当
の
友
達
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒

全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も
︑﹁
倫
理
﹂と
い
う
一
つ
の
言
葉

で
つ
な
が
り
︑年
齢
や
立
場
を
超
え
て
迎
え
入
れ
て

く
れ
る
仲
間
が
い
ま
す
︒苦
し
い
状
況
で
も
明
朗
に

生
き
る
方
︑年
齢
を
重
ね
て
も
謙
虚
に
人
を
迎
え
る
方
︒

そ
う
い
う
人
た
ち
と
交
わ
る
こ
と
で
︑自
分
の
判
断
基

準
や
生
き
方
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
︒本
当
の
意
味

で
支
え
合
え
る
仲
間
と
︑ぜ
ひ
つ
な
が
り
続
け
て
ほ
し

い
で
す
ね
︒

う
目
標
だ
け
で
は
︑応
援
し
て
く
れ
る
範
囲
も
自
社

に
限
ら
れ
ま
す
︒し
か
し﹁
大
阪
か
ら
事
故
を
な
く
そ

う
﹂﹁
日
本
か
ら
︑世
界
か
ら
事
故
を
な
く
そ
う
﹂と
考

え
た
瞬
間
︑発
想
も
協
力
者
も
変
わ
り
ま
す
︒そ
の
視

点
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
︑ト
ラ
ッ
ク
を
活
用
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
︒現
在
で
は
多
く
の
企
業

に
参
加
い
た
だ
き
︑取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
︒

堤
：
経
営
者
の
意
識
が
変
わ
る
と
︑同
じ
事
業
で
も
見
え

る
景
色
が
変
わ
り
ま
す
ね
︒

宮
田
：
本
当
に
そ
う
で
す
︒ま
た
︑自
分
が
救
わ
れ
た
の
も
人

と
の
つ
な
が
り
で
し
た
︒誰
と
交
わ
っ
て
い
る
か
に
よ
っ

て
︑困
難
な
時
の
判
断
基
準
は
変
わ
り
ま
す
︒苦
し
い

時
に
こ
そ
︑周
囲
か
ら
蓄
積
し
て
き
た
経
験
や
言
葉

が
支
え
に
な
り
ま
す
︒倫
理
法
人
会
の
講
話
は
︑自
分

の
体
験
を
公
共
化
す
る
場
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒成

功
も
失
敗
も
さ
ら
け
出
す
こ
と
で
誰
か
の
学
び
に
な
る
︒

そ
し
て
聞
い
た
人
が
ま
た
新
し
い
実
践
に
つ
な
げ
て

い
く
︒安
心
し
て
自
分
を
開
け
る
場
が
広
が
れ
ば
︑救

わ
れ
る
人
も
増
え
る
は
ず
で
す
︒

堤
：
倫
理
で
人
を
縛
る
の
で
は
な
く
︑誰
も
が
持
っ
て
い
る

倫
理
観
や
良
心
を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
よ
ね
︒

一
人
ひ
と
り
が
心
を
開
く
こ
と
で
︑組
織
も
開
か
れ
て

い
く
︒会
社
で
も
家
庭
で
も
︑安
心
で
き
る
場
は
与
え

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
皆
で
つ
く
っ
て
い
く
も
の
だ

と
思
い
ま
す
︒

宮
田
：
自
己
革
新
の
先
に
は﹁
自
己
超
越
﹂が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
︒自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
︑人
の
た
め
︑社
会

の
た
め
に
動
く
︒会
社
︑倫
理
法
人
会
︑地
域
活
動
を

別
々
に
考
え
る
の
で
は
な
く
︑未
来
を
つ
く
る
と
い
う

一
つ
の
目
的
で
結
ん
で
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
︒

―――
 
 

こ
れ
か
ら
の
事
業
の
展
望

堤
：
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
界
は
︑市
場
規
模
が
長
期
的
に
縮

小
し
続
け
て
い
ま
す
︒資
材
や
人
件
費
も
上
が
り
︑課

題
は
山
積
み
で
す
︒既
存
事
業
を
守
る
だ
け
で
な
く
︑

自
社
が
培
っ
て
き
た
技
術
を
︑別
の
分
野
で
役
立
て

ら
れ
な
い
か
を
探
し
て
い
ま
す
︒何
を
増
や
す
か
だ

け
で
は
な
く
︑﹁
自
社
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
何
か
﹂

を
考
え
︑品
質
を
さ
ら
に
高
め
た
い
で
す
ね
︒社
会
か

ら
求
め
ら
れ
る
課
題
が
な
く
な
れ
ば
︑そ
の
事
業
の

役
割
も
終
わ
る
︒だ
か
ら
こ
そ
︑変
化
に
対
応
で
き
る

会
社
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

値
目
標
と
︑学
び
の
質
の
両
方
を
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒以
前
︑突
然
両
目
が
見
え
な
く
な
っ

た
女
性
が
倫
理
法
人
会
の
場
に
来
ら
れ
︑﹁
こ
ん
な
場

所
を
探
し
て
い
ま
し
た
﹂と
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
︒た
っ
た
一
人
で
も
救
わ
れ
る
人

が
い
る
な
ら
︑こ
の
場
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
る
意

味
が
あ
る
︒数
字
は
目
的
で
は
な
く
︑必
要
な
人
に
届

け
る
た
め
の
指
標
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

堤
：
日
本
一
と
い
う
大
き
な
目
標
も
︑結
局
は
一
人
ひ
と
り

の
小
さ
な
実
践
の
積
み
重
ね
で
す
よ
ね
︒

宮
田
：
そ
う
で
す
ね
︒先
輩
方
が
ゼ
ロ
か
ら
積
み
重
ね
て
今

の
大
阪
府
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
︒だ
か
ら
こ
そ
︑﹁
謙

虚
に
し
て
驕
ら
ず
︑さ
ら
に
努
力
を
﹂と
い
う
姿
勢
で
︑

数
だ
け
で
な
く
思
い
や
意
識
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
︒

―――
 
 

倫
理
を
学
ん
で
事
業
が
ど
う
変
化
し
た
か

堤
：
会
社
で
最
も
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
︑定
例
会
議
が

な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
︒以
前
は
月
に
一
度
︑数
字
を

中
心
に
会
議
を
し
て
い
ま
し
た
が
︑場
の
空
気
が
暗

く
な
り
︑普
段
の
ス
タ
ッ
フ
ら
し
さ
が
出
ま
せ
ん
で
し

た
︒そ
こ
で
毎
日
の
朝
礼
の
中
で
︑数
字
は
簡
潔
に
共

有
し
つ
つ
︑そ
の
日
に
感
じ
た
こ
と
や
︑24
時
間
以
内

に
起
き
た
出
来
事
を
話
す
よ
う
に
し
ま
し
た
︒仕
事

の
話
だ
け
で
な
く
︑家
庭
で
子
ど
も
と
ど
ん
な
や
り
取

り
を
し
た
か
︑そ
の
時
に
何
を
感
じ
た
か
ま
で
共
有
し

ま
す
︒

宮
田
：
仕
事
と
家
庭
を
分
け
ず
︑そ
の
人
自
身
を
見
る
場
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
︒

堤
：
そ
う
で
す
︒正
し
い
朝
礼
の
形
を
押
し
つ
け
る
よ
り
︑

そ
こ
に
い
る
皆
で
安
心
で
き
る
場
を
つ
く
る
︒そ
う
す

る
こ
と
で
︑ス
タ
ッ
フ
同
士
に
豊
か
な
関
係
性
が
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
︒経
営
者
が﹁
売
上
を
上
げ
て
ほ
し
い
﹂

と
伝
え
る
だ
け
で
は
︑社
員
は﹁
会
社
に
お
金
が
な
い

の
は
自
分
た
ち
の
責
任
な
の
か
﹂と
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
︒そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
め
合
い
︑そ
の
人
が

持
っ
て
い
る
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

宮
田
：
私
の
場
合
は
︑従
業
員
の﹁
た
め
に
﹂か
ら
︑従
業
員
と﹁
と

も
に
﹂へ
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
︒以
前
は
幹

部
だ
け
で
行
っ
て
い
た
会
議
を
︑全
従
業
員
が
自
主

的
に
参
加
で
き
︑さ
ら
に
外
部
の
方
に
も
開
か
れ
た

形
に
変
え
ま
し
た
︒﹁
自
社
の
事
故
を
減
ら
す
﹂と
い

―――
 
 

入
会
の
き
っ
か
け

宮
田
：
株
式
会
社
宮
田
運
輸
と
い
う
運
送
会
社
を
経
営
し
て

い
ま
す
︒高
槻
市
に
本
社
が
あ
り
︑福
島
県
か
ら
福
岡

県
ま
で
13
の
事
業
所
で
︑主
に
食
品
輸
送
を
行
っ
て

い
ま
す
︒倫
理
法
人
会
と
の
出
会
い
は
︑盛
和
塾
で
ご

一
緒
し
て
い
た
吹
田
市
倫
理
法
人
会
の
方
々
か
ら
声

を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
た
︒

堤
：
宮
田
会
長
と
は
同
級
生
で
︑私
も
同
じ
く
盛
和
塾
か

ら
の
流
れ
で
す
︒株
式
会
社
ス
テ
ッ
プ
と
い
う
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
会
社
を
経
営
し
て
お
り
︑独
立
し
て
28
期
目

に
な
り
ま
す
︒せ
っ
か
く
入
っ
た
の
で
一
度
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
へ
行
く
と
︑次
は
役
員
会
に
呼
ば
れ
︑い

き
な
り﹁
来
期
は
幹
事
ね
﹂と
言
わ
れ
ま
し
た
︒翌
年

に
は
副
会
長
と
な
り
︑こ
の
ま
ま
で
は
会
長
を
さ
せ
ら

れ
る
と
思
っ
て
︑少
し
距
離
を
置
こ
う
と
し
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
ね
︒

―――
 
 

単
会
の
特
徴
と
会
長
を
受
け
て
の
学
び
や
気
づ
き

宮
田
：
吹
田
市
倫
理
法
人
会
は
︑と
に
か
く
会
員
同
士
の
仲

が
い
い
で
す
ね
︒歴
代
会
長
を
は
じ
め
︑親
戚
の
お
じ

さ
ん
︑お
ば
さ
ん
の
よ
う
な
温
か
さ
が
あ
る
︒規
則
で

縛
る
の
で
は
な
く
︑長
い
時
間
を
か
け
て
築
か
れ
た
関

係
性
が
土
台
に
あ
る
単
会
だ
と
思
い
ま
す
︒

堤
：
同
時
に
︑話
を
聴
く
力
が
あ
る
会
だ
と
思
い
ま
す
︒楽

し
い
だ
け
で
は
学
び
に
な
ら
な
い
の
で
︑モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
後
の
シ
ェ
ア
会
で
は
︑講
話
を
受
け
て
自
分

が
何
を
感
じ
た
か
を
︑き
ち
ん
と
言
葉
に
す
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
︒他
の
人
の
感
想
を
聴
く

こ
と
で
︑自
分
と
の
考
え
方
の
違
い
に
も
気
づ
け
ま
す
︒

会
長
に
な
っ
て
か
ら
は
︑自
分
が
何
を
し
た
い
か
よ
り
︑

会
員
の
皆
さ
ん
が
何
を
し
た
い
か
を
見
な
が
ら
︑一
緒

に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
︒次
の
会

長
が
私
よ
り
大
変
な
思
い
を
せ
ず
︑も
う
一
段
上
の
状

態
か
ら
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
渡
し
た
い
で
す
ね
︒

宮
田
：
大
阪
府
の
会
長
と
し
て
は
︑５
︐０
５
０
社
と
い
う
数



社員から見た宮田会長 株式会社宮田運輸について
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立場に関係なく、誰にでも気さく
に声をかけてくれる人です。
周囲から自然と愛される、「愛され
力」のある人です。
何をしても、なぜか許されてしま
うような人柄があります。
弱さをあまり見せず、いつも笑顔
でいる人です。
社員一人ひとりに声をかけてくれ
る、優しい人です。

良い意味で少し変わった人です。
普通なら怒るようなことでも、ほ
とんど怒りません。
いつも社員の挑戦を応援してくれ
る人です。
必要なものがあれば自腹で費用を
出してくれるなど、社員思いで太っ
腹な人です。

創業以来、地域に根ざ
した物流サービスを提
供し、「安全・確実・信
願」をモットーに成長
を終けてまいりました。
食料の運搬をはじめ、
社会インフラを支える
事業を通じて、地域の
皆さまの暮らしと企活
動を支えています。

小さい頃からトラックが大好きでした。『トラック
野郎』に出てくるようなデコトラに憧れ、自転車
を飾って「デコチャリ」にして走り回っていました。
将来の夢はトラックドライバーでした。

どのような幼少期を過ごされましたか？01

愛でいけるやん！

　令和 9 年度より大阪府倫理法人会会長に就任された宮田会長。
今年度 5,050 社をめざす大阪府を牽引するリーダーは、

いったいどんな人物なのか �　17 の質問と、社員さんの声から、
その愛されキャラの素顔に迫ります！

大阪府倫理法人会

宮田会長って
どんな人⁉

休日はどのように過ごしていますか？07
休日という感覚があまりありません。休みがない
とも言えますし、毎日が休みのようなものとも言
えます。決まった趣味も特にはありません。

新しいものを試す派ですか？13
新しいものを試す派です。最近は、土踏まずを刺
激する草履を履いています。姿勢にも良い影響が
あると感じています。

どのようにして経営者になったのですか？02
18歳からトラックに乗り、現場で働いてきました。
社長を継ぐ家系ではありませんでしたが、縁があっ
て四代目社長になりました。当初は経営者として
認められたい気持ちが強く、売上 300 億円、社員
2,000人を目標に掲げ、数字を厳しく追っていました。

一日だけ自由な時間があれば、何をしたいですか？08
温泉に行きたいですね。お風呂が好きです。福島
県の天神岬にある温泉は、特に印象に残っています。

怒ることはありますか？14
以前はありましたが、今はほとんどありません。

経営に対する考え方が変わったきっかけは何ですか？03

死亡事故を経験したことです。人の命を奪ってし
まう現実に直面し、従業員一人ひとりが「命」に
見えるようになりました。従業員の後ろには家族
がいます。売上や利益、生産性だけで人を測るこ
とはできないと気づきました。そこから、トラッ
クが好き、人を大切にしたいという、子どもの頃
の純粋な思いに立ち返りました。

ご飯派ですか、パン派ですか？09

ご飯派です。会社でもお米の共同配送をしている
ので、やはりお米には思い入れがあります。

尊敬している歴史上の人物はいますか？15

西郷隆盛です。特に「敬天愛人」という考え方を大
切にしています。天を敬い、人を愛する。人の評価
ではなく、天を相手にして生きるという姿勢です。

学生時代はどのような生徒でしたか？04
浪商に通っていました。かなりやんちゃな雰囲気
の学校で、今とは少し違う一面もあったと思います。

毎朝欠かさず行っていることはありますか？10
神棚に手を合わせることです。自宅でも会社でも、
毎日欠かさず行っています。

一人ひとりに向き合う時間が取れない
時はどうすればいいですか？

16

「人を大切にしたい」と思っている時点で、十分素
晴らしいと思います。全員と十分に話したり、時
間を取ったりすることはできません。大切なのは、
会った回数や連絡の量ではなく、「みんなが大事だ」
と思う心です。部活動はされていましたか？05

小学校と中学校ではサッカーをしていました。今
でもサッカーが好きで、ワールドカップなどは社
員と一緒に観戦しました。

コーヒー派ですか、お茶派ですか？11
以前はコーヒー派でしたが、最近はルイボスティー
をよく飲んでいます。

宮田会長について一つだけ覚えてもらうとしたら？17
「愛でいけるやん」です。

インドア派ですか、アウトドア派ですか？06
外のほうが好きです。自然の中にいると気持ちが
いいですね。この会社の周辺も緑が多く、カブト
ムシが取れるほどです。

好きな食べ物と苦手な食べ物はありますか？12
苦手なものは特にありません。好きなのは肉料理
で、餃子も好きです。新しい食べ物を試すことに
も抵抗はありません。

本社
〒 569-1051
大阪府高槻市大字原 1889-1
https://www.miyata-unyu.co.jp/

宮田会長に17の質問
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単会のホームページはこちら S U I T A S H I

吹田市
倫理法人会

吹田市倫理法人会は、朝の
モーニングセミナーを中心に、
経営者や地域で活躍する仲間
が集い、学びと実践を通じて
人間力を高め合う会です。温
かく参加しやすい雰囲気が魅
力で、初めての方でも自然と
仲間ができます。年齢や職業、
経験を問わず、「両隣の幸福
を �」をスローガンに、多く
の出会いや気づきを得られる
場として、人生や仕事をより
豊かにするきっかけを提供し
ています。

互いに支え合い、気付き合う。共働の吹田へ

常に目の前の人の役
に立つことに心を砕
き、いつも明るい笑
顔で吹田を包む癒し
の存在。柔をもって
剛を制すを体現する
中にも、優しさだけ
では何も守れないと、
倫理や教育活動を通
して誰よりも学びを
深められています。

キャリア副委員長

真
まもと

本 由
ゆか

佳吹田の「ビジュ」担当
です。結婚前は多く
の方から支持されるイ
ケメンとして活躍され、
現在は子育てに奮闘す
るイクメン。ご家庭を
大切にしながら、限ら
れた時間を上手にやり
繰りし、積極的に活動
を続けておられる素敵
な方です。

幹事

外
とやま

山 英
てる 吹田名物『集合写真』

の新カメラマン。MS
の締めには、その日
の講話の感想を的確
に発信。毎回ポーズ
を考え、会の温かな
雰囲気を写真に残す
活動をされています。

実行委員

平
ひらやま

山 健
けんすけ

介

会長

堤
つつみ

 芳
よしあき

亮
専任幹事

谷
たに

 英
ひでき

輝
事務長

本
ほんだ

田 貴
たかし

士

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
︑
全

国
か
ら
講
師
を
お
呼
び
す
る
ナ
イ
ト
セ
ミ

ナ
ー
や
懇
親
会
︑
レ
ク
委
員
が
企
画
す
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
︒
歴
代
会
長
が

大
切
に
し
て
き
た
の
は
︑
笑
い
あ
り
涙
あ

り
︑
会
員
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
表
情
豊
か

に
参
加
で
き
る
雰
囲
気
︒﹁
吹
田
市
に
来

る
と
賑
や
か
で
温
か
く
て
︑癒
さ
れ
ま
す
﹂

と
他
単
会
の
方
か
ら
も
よ
く
声
を
い
た
だ

き
ま
す
︒

ココココ  が

ヒトが

懇親会清掃活動

●開
モーニングセミナー

催曜日：木曜日
●会　　場：新大阪江坂 東急ＲＥＩホテル
　　　　　　吹田市豊津町9-6
●設　　立：2010年7月14日



道頓堀
倫理法人会

会員

髪ハーブ-スラ～
代表

高
たかぎ

木 裕
ひろこ

子

ハーブケアセラピスト

５月に入会させて頂き約３ヶ月が過ぎようとして
います。朝礼・ MS など、一人では味わえない楽し
く幸せの瞬間を仲間と共に共有出来るのが何より
嬉しいです。これからもこの連鎖の輪を広げてい
きたいです。

寝屋川市
倫理法人会

幹事

社会福祉法人真清福祉会
理事長

合
ごうだ

田 裕
ひろみ

実

介護、保育、障害児福祉

倫理は、続けるほど心の芯から温かさが広がる半
身浴のような存在です。何事も楽しみながら前向
きに実践することで物事の見方が変わります。ま
た、全国どこでも温かく迎えられる仲間とのご縁
も大きな魅力です。

大阪みなと
倫理法人会

会員

１０１
代表

青
あおき

木 冬
とうい

尉

ゴルフ＆共済事業

「今日が人生で一番若い。」未来は、今日の一歩で
変わると信じています。挑戦する勇気と、人との
ご縁を何よりも大切にしながら、自分自身も学び
続け、誰かの一歩を後押しできる人でありたいと
思っています。

堺市北区
倫理法人会

事務長

トール不動産株式会社
代表取締役

中
なかむら

村 竜
たつひろ

大

不動産業

倫理を学ぶことで、目先の利益ではなく、人との
信頼を何より大切にする経営を心掛けるようにな
りました。社員を大切にすることを第一に、お客
様や地域から必要とされる会社づくりに励んでま
いります。

大阪梅田
倫理法人会

会員

株式会社クリエ
本部長

鈴
すずき

木 初
はつな

奈

採用支援業

営業力を高め、社長の考えを理解したくて５月に
入会しました。入会前は早朝からの活動に引いて
いましたが、今はオンライン活力朝礼にも参加し、
仕事前に元気をもらっています。学びを実践につ
なげ、成長したいです。

枚方・交野
倫理法人会

幹事

株式会社岡本不動産
代表取締役

岡
おかもと

本 拓
たくと

人

不動産業

人生の折返しで倫理と出逢ったからか、今思うと利
己から利他へレールが切替わったタイミングでの入
会でした。当初は我儘な自分が直らずに、家族や皆
さんに大変ご迷惑をおかけしました。残りの半生を
幸せに生きる為に、これからも倫理を学んで参ります。

大阪都島区
倫理法人会

幹事

株式会社 JELLアドバイザーズ
代表取締役

越
こしやま

山 大
たいが

雅

不動産売買

皆が自主的に役を担い、温かい雰囲気で運営して
いる会です。毎回さまざまな経営者の体験談や実
践を聞けるので「次はどんな話が聞けるのだろう」
とモーニングセミナーへ行くのが今では楽しみ
の一つです。

堺市
倫理法人会

副事務長

Easeyoga
主宰

泉
いずみ

 志
しほ

帆

教育・健康学習支援業

昨年末に入会した堺市倫理法人会は、亀井会長を
中心に「日本一」を達成した活気あふれる単会です。
今期もさらなる高みを目指す皆様と共に、明るく
朗らかに学んでいきます。どうぞよろしくお願い
いたします。

新大阪
倫理法人会

副事務長

大同生命保険株式会社大阪北支社
営業職員

堤
つつみ

 志
しお

緒

保険業

会員の頃は、MSをサボる事もありましたが、役を
受けてからは毎回準備から参加しています。参加
するだけ→運営側になる事で、学びが増え、普及
をする事で、一緒に学ぶ仲間が増え、MSに参加す
る事が楽しくなりました。

NEW

NEW 8年目

8年目12年目 NEW

10年目

NEW

5年目
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茨木市
倫理法人会

副会長

北摂パートナーズ行政書士事務所
代表

松
まつお

尾 武
たけまさ

将

士業

生来のアマノジャクで、「入会ムリですよね」的な
アプローチを受け反発、発作的に入会。ひねくれ
者が学んだつもりで４年経ち、事務長職に就いて
はじめて、倫理は実践してナンボと気づく。こんな
ノンキ君も入会６年目に突入した。

大阪鴻池
倫理法人会

専任幹事

株式会社福井プレス
代表取締役

福
ふくい

井 伸
のぶ

製造業

弊社は衣類の再生を行う「染め直し屋」、廃棄資源
の循環をアートで表現する「染食還」、循環をワー
クショップで伝える「染ノ学舎」の３事業を展開し、
地域や企業を繋ぐ循環型社会の構築を目指す染
工場です。

千里中央
倫理法人会

幹事

株 式 会 社 イー エフユ ーアドウィス
マネージャー

西
にしかわ

川 健
けんたろう

太郎

システムコンサルティング

入会以来、モーニングセミナーに１年間ほぼ休ま
ず参加し、学びを続けてきました。ナイトセミナー
では実行委員長として多くの皆様に支えていた
だきました。今度は私が支える側となり、恩返し
を実践していきます。

大阪尼崎
倫理法人会

会員

合同会社 GrowthGoals
代表社員

山
やまだ

田 弘
ひろし

志

教育・カウンセリング業

60歳で会社を設立し、経営者としての一歩を踏み
出しました。倫理法人会での学びと実践を通じて
経営者としての立ち居振る舞いを身につけたいと
考えています。ここは自分を磨くための最適な場
所だと実感しています。

大阪北区
倫理法人会

会員

トキメキモノ
代表

鳳
ほうおういん

凰院 つばき

サービス業

朝が苦手な私にとって、入会は勇気のいる一歩で
した。朝の学びは、自分を整える大切な時間となり、
日々の実践を通して物事の捉え方も少しずつ変
化しています。ご縁と感謝を大切に歩んでいきた
いです。

堺市御陵
倫理法人会

副専任幹事

結美（MUSUBI）
代表

東
ひがしの

野 久
くみこ

美子

家系図制作

倫理を続けてこられたのは、苦難の中にこそ課題
があるとわかり、実践できる環境である事です。ま
た、仕事である家系図制作（先祖と繋がる事）がど
れだけ重要な事かを改めて感じれるのは、MSや
基礎講座等からです。

大阪天王寺
倫理法人会

会員

朝日生命相互会社

藤
ふじた

田 麻
まみこ

美子

保険業

この春４月に入会し、「毎週MSに参加する」と自
分に約束しました。継続することを人生の課題と
捉え、何より優先しています。出会いや日々起こる
出来事を当たり前と思わず、感謝の気持ちを持っ
て実践しています。

大阪城
倫理法人会

会員

かなFP 事務所
代表

橋
はしもと

本 佳
かな

奈

FP 業・セミナー講師業

気軽に相談できる『お金のかかりつけ医』のような
存在を目指し、セミナーを開催しています。始発
に乗って行くMSは気付きや発見の連続で感動の
ストーリーに毎度涙してしまいます。これからの
成長にワクワクです♪

大阪難波宮
倫理法人会

幹事

ユニバーサルライフ株式会社

村
むらい

井 啓
けいすけ

介

金融業

入会からまもなく５年が経ちます。３日坊主の自
分が継続できたのは楽しんで学べる環境があっ
たからです。そしてポジティブな人に囲まれて過
ごすことで自分もポジティブになれました。とに
かく楽しむことが継続の秘訣だと思います。

堺市中区
倫理法人会

相談役

学校法人宝泉学園
理事長

堀
ほりうち

内 吉
よしひと

人

幼稚園・教育業

松井直輝先生の紹介で入会。自分が変わっていく
ことの大切さ、変わる難しさ、変わることでわかる
楽しさを実践継続中。「家族」「仕事」「健康」３つそ
れぞれの目標達成に向けて挑戦中。まだまだ学び
続けて参ります。

八尾市
倫理法人会

会員

STUDIO KUMO
代表

樋
ひぐち

口 愛
あい

画家

入会当初から皆様に温かくお声がけいただき、楽
しく参加しております。独自の人生が語られる講
話は毎回胸に響き、大変勉強になります。今後も
視野を広げ、新しい自分へと成長できるよう精進
してまいります。

大阪西区
倫理法人会

会員

株式会社夢ふぉと
社員

藤
ふじい

井 優
ゆうわ

和

出版業

講話はもちろん、設営などの単会運営からも多く
を学んでいます。まだ十分に実践できているとは
言えませんが、学びに触れ続ける中で少しずつ状
況が良くなっていると感じています。これからも
実践を重ねていきます。

4年目5年目

NEWNEW NEW

NEW

NEW

3年目

NEW

14年目

5年目 NEW

5年目

13 RinRi



ビフォー アフタービフォー アフター

倫理実践や倫理の学びを通して倫理法人会に入会前と入会後の変化を　　語っていただきました。大切な方からのひとことも掲載！
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　倫理法人会に入会する前の私は、「結果を出すこと」が挑戦の目的で
した。ところが、膝の故障をきっかけに倫理指導を受け、「感謝が足り
ない」と教えられました。両親への感謝、仲間への感謝、そして自分の
身体への感謝を実践する中で、挑戦することの意味が変わりました。そ
して、仕事やゴルフ、倫理活動で家を空けることが多い私を、文句ひと
つ言わず送り出してくれる主人の存在も、決して当たり前ではなく、私
にとってこれほどありがたいことはありません。今は、感謝の心で挑戦
し続けられること、そのものが私の生きがいです。

感謝の心で挑み続ける
～私がたどり着いた最高の生きがい～

野間真樹さん ご本人

倫理指導を
受けて

P o i n t

Tu

rning

　

倫
理
法
人
会
に
入
会
し
て

か
ら
様
々
な
方
の
話
を
聞
き
、

今
ま
で
気
づ
き
な
が
ら
行
動

に
移
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
自

分
な
り
に
実
践
を
続
け
て
い

る
よ
う
で
す
。
中
に
は
三
日
坊

主
な
ら
ぬ
一
週
間
で
終
わ
っ

た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
で
も
以
前
と
は
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
止
ま
る
と
死
ん

で
し
ま
う
か
の
様
に
動
き
回

る
人
で
し
た
が
、
倫
理
法
人

会
に
入
会
し
て
か
ら
は
、
公

私
と
も
に
さ
ら
に
活
発
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
慎
重
な
性
格
な
の

で
体
調
が
少
し
心
配
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
、
自
分
ら
し

く
挑
戦
を
続
け
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

夫の野
のま

間 真
まさき

樹さんからのメッセージ

幹事　西
にしやま

山 泰
やすよ

代（野間 泰代）
名神八日市カントリークラブ　所属プロゴルファー

倫理法人会
高 槻 市

　昨年の倫理経営講演会で川東さんに紹介され入会し、１年後になんと
「倫理経営講演会」の実行委員長に選ばれました。しかし組織を動かし

た経験がなく、周囲への指示を躊躇ってしまい運営は苦難の連続でした。
重圧から本気で逃げ出しそうになった私を、紹介者の川東さんが引き戻
し、力強く支えてくれました。川東さんへの深い感謝を原動力に、これ
は乗り越えるべき試練だと決意し、最後までやり抜くことができました。
この大役を通じリーダーの心の在り方を学び、人として成長できたと感
じています。今後も周囲に良い影響を与えるため学びを深めます。

お役を通じて気付いた感謝の心

川東由幸さんご本人

倫理経営講
演会

P o i n t
Tu

rning

　

倫
理
法
人
会
に
入
会
時
、
川

東
さ
ん
み
た
い
に
な
り
た
い
と

入
会
を
決
め
て
く
れ
た
お
陰
で
、

私
も
倫
理
さ
ぼ
れ
な
く
な
り
ま

し
た(
笑)  
感
謝
で
す
。

　

私
が
有
山
さ
ん
の
成
長
の
為
、

き
つ
い
言
葉
を
投
げ
か
け
る
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一
年

で
お
役
を
越
え
、
試
練
を
経
て

成
長
す
る
姿
は
頼
も
し
か
っ
た

で
す
。

　

ソ
ニ
ー
生
命 

大
阪
第
３
支

社
の
支
社
長
だ
っ
た
亡
き
お
父

さ
ん
を
越
え
る
た
め
、
ご
縁
あ

る
方
と
成
功
を
分
か
ち
合
え
る

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
今

後
も
持
ち
前
の
愛
さ
れ
キ
ャ
ラ

を
駆
使
し
倫
理
と
本
業
ど
ち
ら

も
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。

紹介者の川
かわひがし

東 由
よしゆき

幸さんからのメッセージ

副事務長　有
ありやま

山 恵
 けいた

大
ソニー生命保険株式会社　ライフプランナー

倫理法人会
大 阪 市



倫理実践や倫理の学びを通して倫理法人会に入会前と入会後の変化を　　語っていただきました。大切な方からのひとことも掲載！
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倫理法人会

　入会前は飲食業に勤めていましたが、お客様や仲間とのコミュニケー
ションに疲れ、独立しました。自分の意思で仕事ができることが一番の
理由でした。しかし、堺市倫理法人会で亀井会長を中心に、会員の皆さ
んが本気で日本一を目指す姿に触れ、チームで挑戦する素晴らしさと大
きな力をいただきました。日本一はあくまで通過点。私の目標は「日本
一の人持ち」になることです。堺市大鳥倫理法人会を日本一の倫理法人
会にするため、瀬野会長、そして会員の皆さんと力を合わせ、明朗・愛
和の実践で突き進んでまいります。

One for all　All for one

児野加世子さんご本人

堺市倫理法
人会　日本

一

P o i n t

Tu

rning

　

倫
理
法
人
会
で
の
出
会
い
は
、

夫
に
と
っ
て
人
と
し
て
成
長
し

た
い
気
持
ち
を
受
け
入
れ
て
も

ら
え
、
経
営
者
と
し
て
学
べ
る

と
て
も
あ
り
が
た
い
組
織
だ
と

思
い
ま
す
。

　

倫
理
法
人
会
に
入
会
し
て
変

わ
っ
て
き
た
所
は
、
家
族
以
外

の
方
々
と
話
し
て
い
る
時
、
優

し
く
な
っ
た
事
。
仕
事
も
一
緒

に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
話
し

を
す
る
事
が
以
前
に
比
べ
て
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

堺
市
大
鳥
倫
理
法
人
会
で
講

話
す
る
時
は
、
応
援
に
行
き
ま

す
。
今
後
も
皆
さ
ん
と
倫
理
を
、

学
ん
で
日
本
一
の
人
持
ち
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
影
な
が
ら

応
援
し
て
ま
す
。

　

こ
ん
な
夫
で
す
が
皆
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

妻の児
この

野 加
かよこ

世子さんからのメッセージ

会員　児
この

野 丈
たけし

司
焼肉食道 大勝　代表

堺市大鳥

　紹介者も知り合いも誰もいない、何が行われるかもわからない場所で
戸惑いしかない始まりで、Web とデザインを扱う個人事業主、夜中ま
で作業をすることも多く参加できない日が続いていましたが、毎月届く

「ええやん！ RinRi」を見ながら「このままではいけない」と感じて MS
にできるだけ通うことに決めました。幹事や広報委員のお役をいただく
中で、自分がとても仲間に恵まれていることに気づけました。倫理で学
ぶ「当たり前だけれど忘れがちな大切さ」を胸に、これからも仲間と学び、
笑顔と元気を分かち合っていきたいです。

「娘の夢を応援したい」
―わたしの倫理法人会への入会のきっかけはその想いだけでした。

実輝侑奈さんご本人

娘のために始
めた朝活が、

私を変えた

P o i n t
Tu

rning

　

以
前
の
母
は
仕
事
に
追
わ

れ
、
夜
遅
く
ま
で
パ
ソ
コ
ン

に
向
か
う
日
々
で
し
た
。

　

倫
理
法
人
会
に
通
う
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
朝
早
く
出

か
け
、
笑
顔
で
帰
っ
て
く
る

こ
と
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

忙
し
さ
は
変
わ
ら
な
く
て

も
、
人
と
の
出
会
い
や
役
割

を
楽
し
み
、
前
向
き
に
歩
も

う
と
す
る
母
に
な
り
ま
し
た
。

　

母
自
身
は
気
づ
い
て
い
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
娘

の
私
に
は
、
少
し
ず
つ
自
信

を
取
り
戻
し
、
人
生
を
楽
し

み
始
め
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
い
ま
す
。

娘の実
みき

輝 侑
ゆうな

奈さんからのメッセージ

幹事　佐
さの

野 泉
いずみ

Springidea　代表

倫理法人会
守口・門真



作
家
・
歴
史
研
究
家   

霧
山 

文
三
郎

下
界
の
国
は
我
が
御み

こ子
の
治し

ら
す
国
な
り

古
事
記
を
読
み
解
く

ー
日
本
神
話
と
歴
史
の
は
ざ
ま
で
ー

13

読者アンケートのお願い
広報誌をご覧くださり感謝いたします
誌面の品質向上の為にご協力ください

所要時間１分

大阪府倫理法人会・広報委員会

　

高た
か
あ
ま
は
ら

天
原
の
天あ
ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

御
神
様
は
「
豊と
よ
（
豊
か

な
）
葦あ

し
は
ら原
の
千ち
あ
き
の秋
長な
が

五い

お百
秋あ
き

の
（
千
年
万
年

と
毎
年
秋
に
は
）
瑞
穂
の
（
み
ず
み
ず
し
い

稲
穂
が
稔
る
）
国
は
、
我
が
御
子
（
長
男
の
）、

正ま
さ
か
つ
あ
か
つ

勝
吾
勝
勝か
ち
は
や速
日ひ

天あ
め
の

忍お
し

穂ほ

耳み
み
の

命み
こ
との
治し

ら
す
（
治

め
る
）国
ぞ
」と
宣
せ
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

天
忍
穂
耳
命
は
天
の
浮
橋
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て

「
下
界
は
大
変
騒
が
し
く
、
私
の
手
に
負
え
ま

せ
ん
」
と
返
答
さ
れ
た
の
で
す
。
大
御
神
様
は

天
の
安
川
に
八や

お
よ
ろ
ず
の

百
萬
神か
み

を
集
め
ら
れ
、「
瑞
穂

の
国
は
我
が
御
子
の
治
ら
す
国
な
る
を
、
荒
ぶ

る
神
多
け
れ
ば
、
何い

ず

れ
の
神
を
使
わ
す
べ
し
」

と
問
わ
れ
ま
し
た
。
相
談
の
結
果
、
大
御
神
様

の
ご
次
男
、
天あ

め
の
ほ
ひ
の

菩
比
神か
み

が
遣
わ
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
天
菩
比
神
は
国く

に
つ津
（
下
界
の
）
神か
み

の
大お
お
く
に
ぬ
し

国
主
神
に
丸
め
込
ま
れ
、
三
年
経
っ
て
も

復
命
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
と
今
度
は

天あ
ま
つ津
国く
に

玉た
ま
の

神か
み
の
御
子
、
天
あ
め
の

若わ
か

日ひ

こ子
が
遣
わ
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
御
神
は
天
若
日
子

に
「
天あ

め

の
摩ま

か迦
古こ
ゆ
み弓
」
と
「
天あ
め

の
波は

は波
矢や

」
を

下
賜
な
さ
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
天
若
日
子
が

下
界
に
下
る
と
、
こ
れ
も
又
、
大
国
主
神
に
歓

迎
さ
れ
、
宴
で
酌
を
し
た
大
国
主
息
女
の
下し

た
て
る照

姫
と
相
思
相
愛
に
な
り
、
姫
を
妻
と
さ
れ
、
舅

殿
の
後
釜
に
な
り
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
天
若
日
子
も
高
天
原
の
大
御
神
に

復
命
さ
れ
な
い
ま
ま
、
八
年
の
歳
月
が
流
れ
ま

し
た
。

　

待
ち
く
た
び
れ
、
大
御
神
様
は
雉
の
鳴な

き
め女
に

下
界
の
様
子
を
見
て
来
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の

で
す
。
鳴
女
は
下
界
に
飛
ん
で
行
き
、
天
若
日

子
が
住
む
邸
を
見
つ
け
、
傍
の
枝
か
ら
大
声
で

叫
び
ま
し
た
。

　
「
天
若
日
子
、
汝な

れ

を
瑞
穂
国
に
遣
わ
し
た
の

は
何
故
か
。
こ
の
地
の
荒
ぶ
る
神
を
従
わ
せ
る

た
め
ぞ
」

　

こ
れ
を
聞
い
た
巫み

こ女
が
「
不
吉
な
こ
と
を
告

げ
る
雉
を
射
殺
し
て
下
さ
い
」
と
申
す
の
で
、

天
若
日
子
は
大
御
神
か
ら
賜
っ
た
弓
矢
で
射
殺

し
ま
し
た
。
天
の
波
波
矢
は
、
そ
の
ま
ま
高
天

原
ま
で
飛
ん
で
行
き
、
高た

か

御み

む産
巣す

日び
の

神か
み
の
足
下

に
落
ち
ま
し
た
。
矢
の
羽
に
は
鳴な

き
め女
の

血
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
天
若
日
子
に
悪
心
な
け
れ
ば
此
の

矢
は
当
た
ら
ず
、
我
ら
に
背
く
心
な

ら
、
此
の
矢
が
当
た
っ
て
死
ぬ
で
あ
ろ

う
」
高
御
産
巣
日
神
は
矢
に
呪
い
を

か
け
、
大
御
神
様
の
許
可
を
得
て
、
下

界
に
投
げ
戻
さ
れ
ま
し
た
。
矢
は
寝
て

い
た
天
若
日
子
の
胸
に
突
き
刺
さ
り
ま

し
た
。
天
若
日
子
は
即
死
で
し
た
。

令和 8年 7月度 モーニングセミナーランキング ※ 1 ヶ月間の平均値

参 加 社 数 自 単 会 参 加 社 数 自単会参加社出席率
第１位
第２位
第３位
第４位
第５位

大 阪 北 区
堺 市 大 鳥
堺 市
大 阪 城
大 阪 梅 田

137.25 社
119.75 社
117.25 社
87.80 社
86.50 社

第１位
第２位
第３位
第４位
第５位

大 阪 北 区
堺 市 大 鳥
堺 市
大 阪 城
大阪天王寺区

121.75 社
91.00 社
85.25 社
72.80 社
68.80 社

第１位
第２位
第３位
第４位
第４位

大 阪 城
大 阪 北 区
大阪みなと
大阪天王寺区
大 阪 梅 田

62.2%
56.9%
44.8%
44.1%
40.6%
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9 インスタグラム
目指せフォロワー2000人！

Instagramでも大阪府倫理法人会の活動や学びの情報を得られるようになりました。フォローお願いします !


